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【変更内容】 

対象者の追加 

 重度障がい者医療については、精神障がい者保健福

祉手帳１級の方、難病法の助成対象者及び特定疾患医

療受給者のうち、障がい年金１級相当の方または特別

児童扶養手当１級相当の児童、現行で老人医療費助成

を受けている重度障がい者の方も利用ができるよう

になります。 

ひとり親家庭医療については、裁判所からＤＶ保護

命令が出されたＤＶ被害者、現行で老人医療費助成を

受けているひとり親家庭の親または養育者の方が利

用できるようになります。 

整理・統合による移行 

 老人医療については、重度障がい者医療費助成制度

とひとり親家庭医療費助成制度に統合されますが、こ

の２制度における対象者（変更後）の条件を満たさな

い方は対象外となります。（平成３０年３月末までに

資格認定されている方は、平成３３年３月末まで助成

対象となります。） 

 なお、平成３３年３月末までの間に現行の老人医療

費助成制度の対象者の条件を満たさなくなった場合

は、その時点で対象外となります。 

一部自己負担額の変更 

 平成３０年４月診療分から、一日の負担額は１医療

機関ごとに最大５００円（治療用装具を含む）となり、

一か月の負担日数は日数上限なしになります。また、

今まで本人負担なしとなっていた、薬局での負担も一

か月の負担日数は日数上限なしで１薬局１日あたり

５００円となりますが、一か月の負担上限額は、薬局

での負担を含む医療費と訪問看護利用料合算で３,０

００円になります。 

助成範囲の変更 

重度障がい者医療・老人医療では、精神病床への入

院医療費が助成対象外となります。（平成３０年３月

末までに資格認定され、４月以降も継続して資格認定

されている方は、平成３３年３月末まで助成対象とな

ります。） 

ひとり親家庭医療・こども医療・老人医療では、訪

問看護利用料が新たに助成対象となります。 

 

これらの制度の詳細については、大阪市からのご案

内をご覧いただくか、最寄りの区役所内にある区保健

福祉センター医療助成業務担当にお問い合わせをし

てください。 

 

 

 大阪市では、大阪市内にお住まいの７０歳以上の方

のうち、年１回３,０００円の負担金を納付された方

に、大阪市営交通機関（バス・地下鉄・ニュートラム）

を１回の乗車につき５０円の負担で利用できる「敬老

優待乗車証（敬老パス）」を発行しています。 

 今回、一部制度が変更となり、平成３０年７月から

は、年１回３,０００円の利用者負担が廃止されます 

が、対象者、ご利用いただける交通機関、１回の乗車

につき５０円の負担等については変更ありません。 

 なお、７０歳以上で敬老優待乗車証（敬老パス）を

お持ちでない方には、大阪市福祉局から案内文と申請

書が郵便で届いていると思いますが、障がいのある方

に公布されている乗車証をお持ちの方は、その乗車証

の種類によって手続きが異なります。 

 

次の乗車証の方 
 これまで通り、乗車証

をご利用ください。 
介護人付無料乗車証 

単独用無料乗車証 

   

次の乗車証の方  敬老優待乗車証（敬老

パス）を利用すること

もできます。 

利用状況に応じて選

択してください。 

介護人単独用無料乗車証 

   

「身体障がい者手

帳」・「療育手帳」の提

示や「乗車料金割引

証」の提示により大阪

市営交通機関（バス・

地下鉄・ニュートラ

ム）を半額の料金でご

利用いただいている

方 

 
敬老優待乗車証（敬老

パス）をご利用される

ほうが経済的にお得

です。 

最寄りの区役所内に

ある区保健福祉セン

ターで手続きをして

ください。 

 

 これらの制度の詳細については、大阪市からのご案

内をご覧いただくか、最寄りの区役所内にある区保健

福祉センターにお問い合わせをしてください。 

また、大阪市では専用のコールセンターを設け、電

話での問い合わせも受け付けています。 

福祉局 高齢者施策部 いきがい課 コールセンター 

電話番号：０６－６１２３－７５２３ 

受付時間：平日 午前９時 ～ 午後５時３０分 

平成３０年７月から敬老優待乗車証（敬老パス）
の制度が変わります 


